
「地域づくり連携会議」と「地域づくり推進ビジョン」

【地域づくり連携会議】

多様な主体と地域づくりの方向を検討・共有し、地域における総合的な意見交換の場の確立を図るため、北海道開発局と
北海道が事務局となり、市町村、地域の多様な主体で構成される「地域づくり連携会議」を道内14地域において設置。

「第9期北海道総合開発計画」（国・令和6年3月閣議決定）、新たな「北海道総合計画」（北海道・令和6年7月策定）

昨年度、両計画に基づく施策の展開を図るため「石狩地域づくり連携会議」にて意見交換を行い、“計画の地域版”として
「地域づくり推進ビジョン」をとりまとめ。
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Ⅲ. 地域重点プロジェクト

【概要】石狩地域「地域づくり推進ビジョン」

Ⅰ. 地域のめざす姿

石狩振興局

札幌開発建設部

ビジョンの進め方（横串）

○実効性を高めるため

官民の垣根を越えた「共創」
社会変革の鍵となるＤＸ・ＧＸの推進
フロンティア精神の再発揮
戦略的・計画的な社会資本整備

○高い食料供給力、魅力的な観光資源、豊富な再生可能エネルギーといった道央圏が持つ資源等を
最大限に活かすべく、北海道型地域構造の保持形成による域内経済圏の発展をめざす。

○高い価値を持つ文化・歴史を受け継ぎながら、デジタル関連産業の集積など本道をリードする中
核エリアとして、次の世代を見据えた持続可能な発展をめざす「道央広域連携地域」

Ⅱ. 地域のめざす姿に向けた施策の方向

① 誰もが健康で安心して暮らせるまちづくりの推進
②「ゼロカーボン北海道」の実現に向けた、豊かな自然環境と調和する地域社会の構築
③ 地域の特色を活かした多種多様な農林水産業の展開
④ 半導体・デジタル関連産業の集積をはじめ、本道経済をリードする産業の活性化
⑤ アドベンチャートラベルの推進など、多彩な地域資源を活用した観光の振興
⑥ 地域固有の文化や歴史の継承・活用
⑦ 交流を支える基盤整備の促進

札幌市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、当別町、新篠津村

※地域づくり推進ビジョン
国の「第９期北海道総合開発計画」と北海道の「北海道総合計画」
に基づく施策の展開を図るため、管内自治体等と地域づくりの方
向を共有の上、「計画の地域版」として取りまとめた今後10年の
ビジョンです。

① 地域の強みを活かした産業を育成し、本道の経済をリード ② 地域の資源・特性を活かし、我が国の食料安全保障を支え、脱炭素化を先導

③ 北海道の自然環境・文化の継承と、地域資源を活かした観光地域づくり ④ 生産空間を守り安全・安心に住み続けられる強靱な国土づくり

次世代半導体の製造基盤確立、研究、人材育成等の拠点形成に向けた取組促進

デジタル産業基盤であるデータセンターの立地促進、高速大容量の通信インフラ
の整備

豊かな自然環境を守り育てる取組の推進
【自然環境と調和したまちづくりプロジェクト】

地域産業の活性化や企業誘致等による雇用の場の創出
【若者の地元定着促進と道外からの人の呼び込みプロジェクト】

風力、太陽光、地熱、バイオマス等の地域特性を活かした再生可能エネルギー
導入・活用

地域特性に応じた高効率・高品質生産を可能とする農業生産基盤及びデジタル
基盤の整備

空港・港湾の受入機能強化、高規格道路の整備、北海道新幹線の整備、交通結節
機能強化等とともに運輸事業者や観光事業者が一体となった移動の利便性向上

観光客の満足度を高める受入体制の整備に向けた取組の促進
【食と観光の魅力発信プロジェクト】

気候変動を踏まえた治水計画の見直し

出産・子育てを地域で支える環境づくり
【安心して子どもを生み育てられる環境づくりプロジェクト】

プロジェクトを支えるインフラ整備

石狩川下流域の河川整備推進（石狩川、千歳川等）

かわまちづくりの推進（江別市）

道央圏連絡道路の整備推進（中樹林道路、長沼南幌道路）

新千歳空港の整備推進
国営かんがい排水事業の整備推進
（北海地区、江別南幌地区、篠津運河中流地区、篠津運河下流地区）

等

• 観光拠点へのアクセス道路の整備推進
• 高規格道路と札幌都心とのアクセス強化

農産物の安定生産の基盤となる農地や農業用施設の
整備
半導体関連産業集積地域の交通アクセスの向上
安心で快適な旅ができる交通ネットワークの整備

食品輸出に係る石狩湾新港の機能強化 等

・「道の駅」等の既存ストックの活用
・スマート農業の実装加速化に向けた事業の推進
・流域治水プロジェクト２．０の推進
・「かわたびほっかいどう」の推進
・「シーニックバイウェイ北海道」の推進
・「わが村は美しく-北海道」運動の推進
・日本遺産「炭鉄港」を活用した観光等の推進 等

官民共創の取組

等
等

等
等
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